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多彩なスカイスポーツが空をすみ分け
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文 さんグライダーで大空へ

仲良く住み分けて活用し、合言葉であるスカイスポーツ
が花開く「自由な空」をみんなで作っているのです。
　関東平野と山々の境目のここは上昇気流が発生しやす
く、グライダーの楽園です。会員数９８人、常駐機は約
２０機、年間の飛行回数が約１千百回。風切り音以外
は静寂の世界。それを体験できる搭乗も行っています。
連 絡 は http://www.
glider.jp/contact/

　「操縦席に座ってみたい」。両翼の長さ１５ｍ、流線型
のグライダーにお子さんを乗せてあげると、気分はもう
パイロット。家族と写真に納まり大喜びです（写真右下）。
　昨年１２月１７日、陸水空のスポーツ・レジャーを紹
介する祭典「渡良瀬遊水地フェスティバル（わたフェス）」
が、４年ぶりに遊水地で開かれ賑わいました。私は日本
グライダークラブの展示担当、藤元清司（同中央）です。
第１回から参加し、８回目。芝生上の体験搭乗に加え、
紙飛行機づくりが大人気。展示飛行も行いました。
　週末の「わたらせの空」を滑空するグライダーを見か
けたことはありませんか。理事長の私、稲垣政文（写真
上の前列中央）がクラブをご案内します。戦後間もない
７０余年前に東京で設立。自前の「板倉滑空場」（写真
左下＝奥は谷中湖）を拠点に飛んで半世紀経ちます。
　接する遊水地で活動する熱気球やスカイダイビングな
ど３団体とは協議会を作って、情報交換し交流していま
す。空の上はつながって一体で、お互いに飛行計画や飛
行情報を周知して安全を確保。３団体の離着陸場がある
遊水地の上空を、グライダーは避けて飛びます。大空を
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